
「絵本読み聞かせサポーター講習会初級」 

（令和 6年 6月 2・16・30日 全３回、参加：13名） 

引き続き一緒にボラン 

ティア活動をしてもら 

える方を求めて開催し 

た。４名がおちのこお 

はなし会に加入した。 

参加者の声 

絵本の持ち方、めくり方から始まり、具体的に教えて下さ

りとても参考になりました。今後のボランティア活動で活か

せます。地域の公民館でこんなステキな講座が開かれている

ことに驚きました。本の種まきですね！読み聞かせの時に絵

が語るのだと分かりました。幸せな3 日間でした。 

「おたのしみおはなし会」 

（令和 7年 7月 31日 2部制、参加：のべ 14名） 

6月のわらべうた講座を活かし、 

会員がわらべうた「くまさん」 

を行い、パネルシアターや参 

加型絵本も取り入れた。 

参加者の声 

★あんがすとあひるがおもしろかった 

★いろいろなお話があって、楽しかったです‼ 

第７回（令和７年） ちば講座アワード実施報告書（千葉市越智公民館） 

地域の子どもにおはなしを届ける、読み聞かせボランティアの育成 
ねらい 
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 最寄りの小学校に読み聞かせボランティアが入っていないことを知り、図書室業務担当とし

て主催事業を企画した。 

・地区の小学校に読み聞かせボランティアに行くことができる 

・自館でのおはなし会開催を担える 
人材の育成 

令和元年～４年度に行った「絵本読み聞かせサポーター講習会」から、読み聞かせボランティア

サークル「おちのこおはなし会」が令和４年に８名で発足した。 

講座の講師陣がサークルの定期活動に参加し読み聞かせのアドバイスをして下さるので、質の

向上に繋がっている。今後も、会員が「読み聞かせの本質」を共通理解し、維持していくことが 

課題となる。 

講座で学んだことを活かし、集団への読み聞かせに適した本を、地域の子どもに手渡すことが

できている。小学校の保護者ではない公民館講座の受講者が、学びを地域に還元していることが

特色である。また、子どもとの触れ合いでおちのこおはなし会のメンバーも喜びを得ている。 

「わらべうた講座～肉声がもたらす繋がり～」 

（令和 7年 6月 1・8・15日 全３回、参加：15名） 

おはなし会を会員だけの 

力で開催出来るように、 

わらべうたのスキルを身に 

付けるべく開催した。 

一般からの参加も二人いた。 

参加者の声 

★手や体にふれる距離感やふれ合い方が、心をやさしくしてくれま

した。子どもに必要なことだと思いました。 

★楽しく笑いながら学べて有意義な時間だった。大人の脳トレにも

使えるかも（？！） 

「越智小学校朝読書『公民館読み聞かせ』」 

（令和 7年 5月 21日～令和 8年 3月 4日 全 17回予定） 

千葉市立越智小学校の 1・ 

2年生と特別支援級で読み 

聞かせをしている。 

前年度末に今年度の年間 

日程計画を学校と相談し、 

読む本も講師と予め計画 

し練習している。 



犢橋の 
輪 

地域をつなぐ「犢橋茶話会」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７回（令和７年度） ちば講座アワード実施報告書（千葉市犢橋公民館） 

交通の便が非常に悪い当館は、年々、サークル活動への参加者は減少傾向にある。それでも犢橋地域
をつなげる要（かなめ）になって、「犢橋の輪」を築き、拡げていきたいと考えている。令和６年度はオンラ
インの講座も１０講座開設して、犢橋公民館に来づらい方への門戸も開いているが、やはり、犢橋地域の
方に公民館に来ていただきと考え、「犢橋茶話会（全９回）」を開催した。コロナ禍前から開催を願ってい
たが、危機管理上開催できず、やっと実現した講座だった。 

参加者は延べ６５名（平均７.２名）。多くの方に集まっていただくことは難しかったが、家に引きこもりがちな方が外
出するきっかけ作りに貢献できたと感じている。また、当初は一部のグループで集まってしまう参加者もいたが、次第
にグループの壁がなくなっていき、労い合う場面が増えていった。体調が悪くなった参加者を気遣ったり声掛けしたり
する場面も見られ、茶話会を通して、新しい人と人を繋ぐことができた（犢橋の輪が広がった）と感じた。交通の便の
悪い方のお宅に民生委員さんが寄って一緒に来館することもあったが、交通手段の無さはやはり課題となりそうだ。 
各回の茶話会では、交流以外にも当館の主催講座や定期サークルに関連した「クラフト細工」や「徒手体操」「フ
レイル予防」「寄席」等の学習活動も組み込んだが、好評だった。公民館への理解も深まったのはもちろん、「他の講
座にも参加してみたい。サークル活動にも興味がある。」等の声もあがっていたことから、生涯学習に向けた意欲も喚
起することもできたと感じている。今後も、更にブラッシュアップした茶話会を企画していきたい。 

犢橋地区の高齢者(７５歳以上)の方に憩いと交流の場を提供して家に引きこもりがちな方々に外出するきっかけ
を作ることと、公民館の取り組みについて理解を深めてもらうことを目的として実施した。地域の民生委員さんと連
携し、普段あまり公民館とは縁のない方への声掛けや、飲み物やお茶菓子の準備、会の進行等にご協力いただい
た。医療機関が休みで通院の無い木曜日を中心とした開催や、昼間の出歩きが危険な猛暑の７・８月は開催しない
等の配慮も行い、全９回、当館の特徴を生かした以下のような内容の茶話会を実施した。 

【各回の内容】 
 第 1回 令和６年５月１６日(木) 
・顔合わせ、犢橋公民館の紹介  
・交流会  
・やってみたいことの調査 

 
 

 
参加者 

:８名 

第 2回 令和６年６月２０日(木) 
・公民館長とクラフトバンドで毬
を編んだり、折紙を折ったりする 
・交流会 

 
 

 
参加者 

:７名 

第 3回 令和６年９月１９日(木) 
・公民館定期サークルのフラダン
スYouTube動画視聴とフラ体験 
・交流会 
 
 
 
参加者 

:６名 

第 4回 令和６年１０月１７日(木) 
・映画「サクラサク」（千葉市生
涯学習センター所有）視聴 
・交流会 
 
 
 
参加者 

:８名 

第 5回 令和６年１１月２１日(木) 
・公民館文化祭を録画した動画
の視聴 
・交流会 
 
 
 
参加者 

:８名 

第 6回 令和６年１２月１９日(木) 
・公 民 館 主 催 のクリスマスコンサート 
の動画視聴と鈴ふりの徒手体操 
・交流会 
 
 
 
参加者 

:９名 

第 7回 令和７年１月２４日(金) 
・公民館主催のフレイル予防改
善・体験講座に参加 
・交流会 

 
 
 
参加者 

:３名 

第 8回 令和７年２月２０日(木) 
・公民館が招聘した犢橋笑輪寄
席（「錦の袈裟」・「七度狐」）参加 
・交流会 

 
 

 
参加者 

:８名 

第 9回 令和７年３月２０日(木) 
・振り返りと来年度への抱負、来
年度やってみたいことの調査 
・交流会 

 
 

 
参加者 

:８名 

【参加者の声より】 
♣今までも犢橋公民館のことは知ってましたが、知り合いに今回の茶話会を紹介していただいたので、初めて来ま
した。一年間、楽しくすごせました。 
♣公民館に来ることが外出するきっかけにもなり、ありがたかったです。とても有意義でしたし、毎回楽しみでした。 
♣とても楽しかったです。公民館の他の講座にも参加してみたいです。サークル活動にも興味があります。 
♣ここでいろいろなご縁ができました。とても雰囲気が良い会なので、来年も参加したいです。 
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敬愛大学生涯学習講座

大塚先生の算数体験ワークショップ

講座概要

敬愛大学では多彩な生涯学習講座を開催していますが、夏休みには小学生向けの講座も開講してい
ます。今回の講座は、ふだんの学校の授業にはない「体験型ワークショップ」を通して、数の性質を学
ぶ講座を開催しました。親子で参加できるゲームやパズルを通して様々な数の不思議を体験し、算数
が好きになるきっかけや算数の楽しさ・おもしろさを見つける機会を提供しました。
ワークショップは、本学教育学部の大塚慎太郎准教授が指導する「算数教育ゼミ」の大学4年生が担
当。『「495」に隠された秘密』 『月までとどけ!!! ～紙おりおり大作戦』の2本立てで、受講した児童
全員が120分間、楽しみながら熱心に取り組みました。

3桁の数「495」を分解して
謎を解こう！

大学生のお姉さんが
複雑な計算をアシスト

廊下に広げた長ーい模造紙を
折りたたもう！

「495」に隠された秘密

『「495」や東京スカイツリーの高さ「634」の
様な3桁の数を分解して計算をしていくと、謎
が解けるんです。どんな謎が隠されているで
しょう』と大学生が問いかけると、筆算や電卓
で夢中になって謎解きを始めた子どもたち。
「やった、分かっ
た！」と声を上げ
る様子には、一
緒に参加した親
御さんも大喜び
でした。

月までとどけ!!! ～紙おりおり大作戦

『コピー用紙は何回折りたたむことができるか
な』という問いかけに、実際に折ってみたら7回
しか折れなかったと落胆する子どもたち。『な
らば長ーい紙ならどうだろう』と廊下に広げら
れた紙でチャレンジしてみました。 なんとこの
方法を応用する
と、月までの距離
を測ることがで
きると知り、子ど
もたちは大興奮
となりました。

2年目となった「大塚先生の算数体験ワークショップ」は、今回も募集開始からすぐに
満員御礼となり、関心の高さが伺えました。120分という長丁場にも関わらず、飽きる
ことなく熱心に取り組む子どもたちの姿は、ただただ感心させられました。
1回の受講生を増やすことは難しいですが、保護者からは「他教科で同様の取組がで
きないか」「夏休み以外に開講することができないか」という声もあり、要検討です。

KeLLくん

敬愛大学では、生涯学習講座を年間約150もの講座を設け、年間約1,000人を超える皆様
にご受講いただいています。最年少は小学1年生、最年長は98歳です。
敬愛大学生涯学習講座は、人生100年時代の「学び直しの場」「いきがいの場」「つどいの場」
です。語学を中心に、教養講座、大学生の正課授業の公開、資格取得など様々な分野の講座
を提供しています。
詳しくは、地域連携センター生涯学習係）（ 043-251-6364)にお問い合わせください。

成果と課題
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【サポーターって何？】

「こうみんかんサポーター」とは、もともと、公民
館を利用されてきた方たちで結成され、「普段から
公民館を利用させて頂いているから、何か恩返しを
しよう。」ということから、平成２４年に「緑の
カーテン」を作成していただいたことに始まります。
その後、不定期で障子張りや池清掃といった維持管
理や、敷地内にお花などを植えるといった美化活動
をされてきました。今では、その活動は定期的なも
のとなり、地域の活動拠点となる公民館において、
社会活動に参加意欲のある市民を登録し、地域に根
ざした活動に積極的に取り組んでいただくことで、
市民との協働を図っています。
　また、サポーターと市民との交流を通じて、普段、
公民館を利用しない市民でも足を運びやすい、気軽
に利用できる施設であることをサポーターのみなさ
んと共に目指しています。
　公民館職員は、この活動が円滑に進められるよう
にニーズを吸い上げ、皆さんのバックアップを行っ
ています。

【もっと詳しく教えて】

　それらの活動が発展し、サポーターさんを講師
に迎え、市民を対象とした「初めての野菜づくり
講座」を現在行っているところです。
これまでは、「公民館のために」だったものが
「市民のために」と目的が広がり、講座を受講さ
れた方が「こうみんかんサポーター」へ加入する
ケースも見られるようになってきました。
　今では、毎月１～２回の活動を行っており、そ
れがサポーターの皆さんにとって生きがいとなっ
ていることを大変誇らしく感じます。

（令和６年度活動実績）
【登録人数：１３人（令和６年度末時点】
【活動回数：１７回】
【延べ活動人数：１１２人】

【どんなことをするの？】

　サポーターの皆さんは、公民館の敷地内にある緑
地帯に、千葉県の花「菜の花」や八街市の花「ヒマ
ワリ」「緑のカーテン」の植栽といった美化・環境
活動や、時には障子の張り替えなども行います。緑
のカーテンには、ゴーヤー、アサガオ、キュウリを
採用し、夏の日差しを遮ってくれました。

　4月から今年の夏にかけて、初めての取組として、
公民館の後ろ側にある「芝生広場」を畑にして作物
を育てるという試験的な取組を行いました。その作
物とは、「落花生」「スイカ」「メロン」「カボ
チャ」「ジャガイモ」「夕顔」「ズッキーニ」「ミ
ニトマト」「モロヘイヤ」です。
これらの作物は見事に実り、サポーターの皆さんで
「試食会」も行いました。

【参加者の声】
・自分たちが育ててきた花がきれいに咲いたし、作物も良く育った。美味しかった。
・サポーターをしていなかったら、出会えなかった人と知り合えた。
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実
施
し
て
い
る
講
座
も
あ
り
な
が
ら
、
新
し

い
講
座
開
発
も
行
っ
て
お
り
、
様
々
な
体
験
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
工
系
人
材
の
早
期
発
見
へ
も
貢
献
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
“分
か
り
や
す
い
説
明
で
原
理
が
良
く
分
か
っ
た
”、

“さ
ら
に
理
解
を
深
め
た
い
”、

“と
て
も
楽
し
か
っ
た
”な
ど
、

ど
の
講
座
も
極
め
て
高
評
価
で
あ
る
。

右
に

R5
年
度
～
現
在
ま
で
に

実
施
し
た
講
座
の
満
足
度
を
示
す
。

過
去
約

40
年
間
の
参
加
者
数
は
約

67
70
名
に
お
よ
び
、
主
に
小
中
学
生
の

ST
EA

M
教
育
、
未
来
の
理
工
系
人
材
の
育
成
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る
。

人
気
の
講
座
は
抽
選
倍
率
が
高
く
、
過
去
に
は
定
員

10
名
に
対
し

56
名
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
当
選
倍
率
が

5.
6倍
に
な
っ
た
講
座
も
あ
り
、
人
気
の

講
座
は
受
講
が
難
し
い
と
い
っ
た
嬉
し
い
課
題
が
あ
る
。
現
状
で
は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
体
験
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る

が
、
今
後
は
参
加
者
数
を
増
や
す
な
ど
の
根
本
的
な
対
策
を
行
い
た
い
。

R7
年
度
コ
ン
テ
ン
ツ
一
覧
を
示
す
。
コ
ン
テ
ン
ツ
総
数
は

16
(2
部
構
成
の
講
座

は
各
回
で

1講
座
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

)で
、
定
員
総
数
は

16
5名
で
あ
る
。

・
英
語
で
数
学
を
学
ぼ
う

（
オ
イ
ラ
ー
の
多
面
体
定
理
）

・
DN

Aを
採
取
し
て
、
見
て
み
よ
う
（

AM
・

PM
 開
催
）

・
夏
休
み
子
ど
も
工
作
教
室

動
く
お
も
ち
ゃ
、
簡
単
な
電
子
工
作
な
ど
４
コ
ン
テ
ン
ツ

・
LE

Dラ
ン
タ
ン
を
作
ろ
う
（

AM
・

PM
開
催
）

・
地
球
環
境
の
変
化
を
衛
星
画
像
で
解
析
し
よ
う
！

・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
入
門

～
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
知
り
守
る
力
を
獲
得
し
よ
う
～

・
光
の
残
像
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う

・
ス
ポ
ー
ツ
×
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
ン
』

・
親
子
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
～

Ar
du

in
oで
メ
ロ
デ
ィ
ー
と

3分
タ
イ
マ
ー
を
作
ろ
う
～

・
電
子
オ
ル
ガ
ン
を
つ
く
ろ
う
！

・
英
語
で
数
学
を
学
ぼ
う

（
折
り
紙
一
刀
切
り
定
理
）

・
風
に
向
か
っ
て
進
む
不
思
議
な
ウ
ィ
ン
ド
カ
ー
を
作
ろ
う
！

・
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座

・
レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
！

【
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
】

【
参
加
者
の
声
】

【
成
果
と
課
題
】
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事業名：ネイチャーチャレンジ 

                     団体名：千葉県立水郷小見川青少年自然の家 

指定管理者：小見川フィールズパートナーズ 

１ 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ねらい・内容・方法 

 

 

 

 午前 午後 夜 

1 日目 
1.オープニング 

2.アイスブレイク 

3.仲間づくりのゲーム 

4.夕食づくり 
5.振り返り 

2 日目 

6.朝食づくり 

7.いかだづくり① 

8.いかだの試乗（黒部川） 

9.昼食づくり 

10.いかだづくり② 

11.いかだチャレンジ（黒

部川） 

12.夕食づくり 

13.ナイトハイクの説明 

14.仮眠 

15.起床→ナイトハイク

準備→スタート（2:00） 

3 日目 

16.ナイトハイクゴール

（9:00） 

17.仮眠 

18.昼食づくり 

19.ファイナルチャレンジ① 

20.ファイナルチャレンジ② 

21.たき火タイム 

22.振り返り 

４日目 

23.片付け 

24.振り返り 

25.解散式 

  

 

 

 

 

 

 

【期 日】令和 7 年 8 月 13 日（水）～16 日（土）3 泊 4 日 

【対 象】小学５年生～中学３年生 24 名 ※40 名が応募し，抽選で 24 名を決定 

【会 場】千葉県立水郷小見川青少年自然の家（香取市小見川 5249-1） 

【参加者】 

 小学５年生 小学６年生 中学１年生 中学 2年生 計 

男子 ６名 ５名 1 名 ０名 12 名 

女子 ８名 ３名 ０ １名 12 名 

計 14 名 8 名 1 名 １名 24 名 

 

〇人との関わり方の重要性を学ぶとともに，協調性を培う。 

〇自らチャレンジすることや積極的に行動することなど，前向きに生きる心を育てる。 

第 7 回ちば講座アワード事例調書 

冒険教育の手法によるグループ活動 
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３ 企画意図 

「新しい仲間」と「ありがとうとお互いに言える関係（一人ではできないことを楽しむ）」

をつくることをメインテーマにして企画・運営を行った。 

【背景】 

・子ども達は，自分の考えや気持ちを言葉や態度で発信することはできるが，相手の考え

や気持ちを受け止めたり，受け止めたことを言葉や態度で表したりすることは苦手な傾向

が見られる。 

・また，発信する際は独りよがりであったり本音を隠したりする傾向が，受け取る際は自

分の枠組み本位で解釈する傾向が見られる。 

・そこで，「みんながいるからできた」「助けてもらう←ありがとう」「助けてもらう↔助け

る」「互いに高め合える，成長し合える」という状況を生み出すプログラムを企画し，それ

に適した指導方法とした。 

 

４ 運営体制 

 

 

 

 

 

 

５ 事業の様子 

【1日目】〇グループ活動への意識付け 〇規範づくり 〇ルールを知る 

〇「オープニング」では，テーマ「みんなと一緒にいるからこそ，『できた』『ありがと

う』を大切にする」ことを伝え，本キャンプの意味を理解させ，活動への意欲付けを行っ

た。 

〇「安全指導」（心の安全，熱中症等）の後，参加者同士及び参加者とスタッフ間の緊張

を緩和し，ゆるやかな関係を作ることを目的とした「アイスブレイクゲーム」を全体で行

い，次いで，課題を解決する「イニチアチブゲーム」を班に分かれて行った。活動を通し

て，徐々に，互いに意見を交わす姿が見られた。 

〇イニチアチブゲームの延長とも言える（協力してやり遂げる）「夕食づくり」を行った

後，一日を振り返り，感想や気づいたことを話し合った。 

 

 

プログラム・ディレクター 

（本事業担当） 

チーフ・カウンセラー 班付カウンセラー４名 

（所員＋ボランティア） 

マネジメント・ディレクター 
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【２日目】〇意見の衝突→納得の解決を（意見がまとまらないことへのフラストレーション） 

〇「いかだづくり①」では，ロープの結び方を全員に教えた。その後は，子ども同士が関

わり合うようにするため，できない子どもにスタッフが教えるのではなく，できない子ど

もができる子どもに訊き，できる子どもができない子どもに教えるようにした。 

〇「いかだづくり②」では，早い人が遅い人を助ける姿が見られた。子ども達の会話では

「教えてあげる」「ありがとう」という言葉を多く聞くことができた。 

〇組み立てたいかだを黒部川で浮べ試乗し，その後，手直しをして本番を迎えた。皆で苦

労・工夫して作ったいかだを漕ぎ，喜び合う姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３日目】〇チャレンジの日 「慣れ」による良い影響・悪い影響 

〇1 時に起床し準備を整え，2 時に「ナイトハイク」をスタート，自然の家から 10km ほ

ど先にある「橘ふれあい公園」を目指しグループでまとまって歩いた。本活動は，昼間の

熱中症を避ける意味もあるが，夜中に 20km を歩くという非日常的で身体的な負荷が高い

体験をやり遂げることで大きな達成感が得られると考えた。ナイトハイクでも，しっかり

と役割分担を行い，誰かに求められなくても，自ら考えや思いを伝える姿が見られた。 

〇9 時までに全員がゴールし完歩を喜びあった。 

 

 

 

 

 

〇最後に，ここまでグループで活動し高まった力を発揮する場面として，ファイナルチャ

レンジとなる「イニチアチブゲーム」（エレクトリックフェンス）を行った。これまでの

活動のような身体的負荷ではなくて，課題を達成するために自分の内面や仲間と向き合い

葛藤するという精神的に高い負荷をかけることで，今までとは異なる協同の在り方を考え

ることをねらった。 

〇「振り返り」で「友達」と「仲間」について問いかけたところ，他者に対して自分ができ
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ることや自分が他者から何をしてもらいたいかを言葉で表すことができる子どももいた。 

 

 

 

 

 

 

【４日目】〇感謝の気持ちを忘れない 

〇4 日間使用した場所と道具を片付け，掃除を行った。 

〇その後，4 日間を個人で振り返り，班で分かちあった後，スタッフから子どもたちにメ

ッセージを伝えエンディングとした。 

〇解散式では，保護者も参観し，4 日間をスライドで振り返った。 

 

６ 参加者の変容と声（事業の効果） 

（１）測定方法 

①設問：「ネイチャーチャレンジに参加したことによる『心の成長』度合いを教えてください」 

②回答：参加前【１・２・３・４・５・６・７・８・９・10】 

    参加後【１・２・３・４・５・６・７・８・９・10】 

（２）測定結果：参加後の選択肢－参加前の選択肢＝絶対値 

絶対値 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

人 数 ０名 ２名 ６名 4 名 1 名 4 名 2 名 ４名 １名 

（３）参加者の主な声 

①学校では体験できないことができた。最初は，知らない人との活動はあまり体験をしたことがな

かったので緊張したが，時間の経過とともに友達ができ最後は安心してできた（小５女子）。 

②疲れたし大変だったけれど，みんなのことを知り仲良くなれて楽しかったから（小５女子）。 

③様々なものにチャレンジでき，いい経験になった（小５男子）。 

④たくさん大変なこともあったけれど，やりがいがあり満足！（小６女子）。 

⑦自分がとても成長したように感じた（小６男子）。 

⑧疲れたり嫌になったりしこともあったけれど，みんなで協力しあったり助け合ったりすごく楽し

かった。だから，やりきった（中２女子）。 

 

７ 事業の成果と課題 

（１）成果 子ども同士が「話し合って決める活動」「協力したり励まし合ったりしてやり遂

げる活動」「活動を振り返る時間」を設定したことで，アンケートや「心の成長度合い」の結

果をみると，本事業のねらいを達成することができたと言えよう。 

（２）課題 プログラムの精度を高めるとともに，保護者から「SNS に写真を掲載しないで

ほしい」「子どもの様子を実際に見たい」という要望が事業期間中にあったので，担当者が運

営に集中できるよう参加者募集の段階での広報の内容を検討することが課題である。 

個人ごとに前後の数値を測定

し比較・分析 



親
子
で
作
ろ
う
！
大
賀
ハ
ス
の
ラ
ン
タ
ン

事
業
の
ね
ら
い

地
域
で
発
掘
さ
れ
た
千
葉
市
の
花

「
大
賀
ハ
ス
」
に
つ
い
て
学
び
、

親
し
む
こ
と
で
、地
域
へ
の

理
解
を
深
め
、郷
土
愛
の

醸
成
を
図
る
。

・大
賀
ハ
ス
の
発
掘
の
歴
史
、生
態
を
学
ぶ
。

・公
民
館
庭
に
あ
る
ハ
ス
池
で
大
賀
ハ
ス
の

花
、葉
っ
ぱ
、茎
を
見
学
・観
察
す
る
。

・親
子
で
協
力
し
て
大
賀
ハ
ス
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
ハ
ス
ラ
ン
タ
ン
を
作
る
。

事
業
内
容

地
域
と
つ
く
る

地
域
を
学
ぶ

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
働
で
企
画
し
た

地
域
資
源
「
大
賀
ハ
ス
」
を
学
ぶ
講
座
。職
場

体
験
の
中
学
生
と
と
も
に
工
作
の
準
備
を
行
う
。

大
賀
ハ
ス
に
つ
い
て
座
学
で
理
解
を
深
め
、ハ

ス
池
を
見
学
す
る
。そ
の
学
び
を
い
か
し
て
大
賀

ハ
ス
の
ラ
ン
タ
ン
を
親
子
で
制
作
す
る
。

事
業
の
概
要

第
７
回
ち
ば
講
座
ア
ワ
ー
ド
事
例
調
書
（
千
葉
市
花
園
公
民
館
）

参
加
者
の
声

・大
賀
ハ
ス
の
歴
史
が
知
れ
て
、な
ぜ
検
見
川
で
発
掘
さ

れ
た
の
か
も
わ
か
っ
て
、と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

・学
校
で
習
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
事
が
で
き
た
し
、ハ
ス

ラ
ン
タ
ン
も
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
て
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

・ハ
ス
の
こ
と
に
興
味
が
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・ラ
ン
タ
ン
を
作
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

・最
後
に
ラ
ン
タ
ン
の
ラ
イ
ト
を
つ
け
た
時
、感
動
し
ま
し
た
！

親
子
で
つ
く
る ╲
完
成
╱

参
加
人
数
等

対
象
者
：地
域
小
学
校
の

児
童
と
保
護
者

参
加
人
数
：1
6
組
3
2
人

実
施
日
：令
和
7
年
7
月
3
0
日

実
施
場
所
：花
園
公
民
館
の

講
堂
及
び
ハ
ス
池

成
果
と
課
題

成
果
～
地
域
を
学
ぶ
、と
も
に
つ
く
る
～

・地
域
の
資
源
へ
の
理
解
を
深
め
、
親
し
み
を
醸
成
。

・地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
中
学
校
と
の
連
携
強
化
。

・親
子
で
一
緒
に
夏
休
み
を
楽
し
む
場
の
創
出
。

課
題
～
地
域
の
誇
り
を
未
来
へ
～

・単
発
で
終
わ
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

・将
来
的
に
は
中
学
生
に
も
企
画
・
運
営
に
全
面
的
に
携
わ
っ

て
も
ら
い
、
地
域
の
誇
り
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

最
後
に
ハ
ス

ラ
ン
タ
ン
を
点
灯
。

「
わ
ぁ
っ
!」
と
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。



第
７
回
ち
ば
講
座
ア
ワ
ー
ド
事
例
調
書

＼
20
25
.1
2.
1
～
20
26
.1
.3
1　
Yo
uT
ub
e
全
編
イ
ッ
キ
見
配
信
予
定
！
／
（
要
H
Pフ
ォ
ー
ム
よ
り
申
込
）
椿
森
公
民
館
H
P

R6
年
〜

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

協
力
の
も
と
、講

座
の
様
子
を
録
画
。

欠
席
者
と
地
域
へ
の

Yo
uT

ub
e

限
定
配
信
を
実
施
！

歴
史
講
座
の
講
師
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
旅
行
の
話
が
大
変
面
白
く
、

撮
影
写
真
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
！

ア
ン
ケ
ー
ト
の
声

「
も
っ
と
別
の
話
も
聞
き
た
い
！
」

「
写
真
が
ち
ゃ
ん
と
見
た
い
」

「
場
所
が
わ
か
る
地
図
が
欲
し
い
」

ア
ン
ケ
ー
ト
の
声

「
情
報
が
多
す
ぎ
て

つ
め
こ
み
す
ぎ
る
」

「
話
が
駆
け
足
」

★
創
意
工
夫

・
千
葉
市
が
学
生
達
と
い
っ
し
ょ
に
製
作
し
た

「
い
ず
み
ま
る
ご
と
マ
ッ
プ
」
を
取
り
寄
せ
資
料
に
採
用
。

（
講
師
の
お
気
に
入
り
）

・「
ス
ラ
イド
リ
ス
ト
」
ナ
ン
バ
ー
対
応
マ
ッ
プ
作
成
。

・
写
真
パ
ネ
ル
を
作
成
し
「
写
真
展
」
も
開
催
。

★
創
意
工
夫

・
千
葉
県
観
光
協
会
「
観
光
マ
ッ
プ
」

を
取
り
寄
せ
資
料
に
採
用
。

・「
延
期
」
で
も
参
加
し
て
く
れ
た
方
へ

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
葉
書
。

当
日
講
師

体
調
不
良
延
期

第
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・
近
場
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
楽
し
め
る
場
所
の
情
報
、

そ
の
上
花
の
ベ
ス
ト
な
時
期
が
分
か
り
希
望
に
ぴ
っ
た
り
の

企
画
で
し
た
！
（
千
葉
市
編
）

・
と
に
か
く
写
真
が
き
れ
い
で
癒
さ
れ
ま
す
♡

歴
史
や
背
景
を
織
り
交
ぜ
て
あ
り
引
き
こ
ま
れ
ま
す
。（
房
総
編
）

・
次
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
な
と
思
い
な
が
ら
参
加
し
、

だ
い
ぶ
実
行
し
て
い
ま
す
。（
下
総
編
）

・
千
葉
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
が
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

知
れ
て
大
変
参
考
に
な
っ
た
。（
房
総
編
）

・
昔
行
っ
た
旅
行
を
思
い
出
し
て
懐
か
し
か
っ
た
。（
下
総
編
）

・
外
出
し
な
い
で
も
味
わ
え
る
旅
行
気
分
と
い
う
漠
然
と
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

　
た
が
、
参
加
者
の
声
や
講
師
の
ア
イ
デ
ア
を
掛
け
合
わ
せ
て
年
々
進
化
が
で
き
た
。

・
ふ
だ
ん
か
ら
外
出
に
制
約
の
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
て
も
有
効
な
講
座

　
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
た
試
験
的
な
運
用
も
試
み
た
。

　（
Yo
uT
ub
e
配
信
の
実
施
）

・
今
後
は
「
わ
た
し
の
ふ
ら
ふ
ら
散
歩
レ
ポ
ー
ト
」
の
SN
S
活
用
や
、

　
本
講
座
受
講
者
に
よ
る
散
歩
サ
ー
ク
ル
の
結
成
も
視
野
に
。

・
学
生
が
つ
く
る
「
い
ず
み
ま
る
ご
と
マ
ッ
プ
」
と
の
連
携
や
、
ス
ピ
ン
オ
フ
企
画

  「
県
外

3
3

ふ
ら
ふ
ら
 ふ
ら
わ
ー
散
歩
」
の
展
開
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

参
加
者
の
声

「
延
期
に
な
っ
た
後
編
は
都
合

が
悪
く
参
加
で
き
な
い
」

「
抽
選
に
落
ち
た
」

高
齢
者
の
当
日
欠
席
も
多
い
！

隠
し
テ
ー
マ
は

「
ネ
コ
」
♪

隠
し
テ
ー
マ
は

会
場
は
、

机
が
10
台
な
の

で
M
A
X2
0
人
。

ふ
ら
ふ
ら
散
歩
の
達
人

中
村
 弘
史
 講
師

「
ぶ
ら
り
街
道
旅
巡
り
」

仮
装
旅
の
講
座
・
企
画
書
を

講
師
に
熱
血
プ
レ
ゼ
ン
！
！

Q
Rコ
ー
ド
や

視
聴
の
仕
方
も

フ
ォ
ロ
ー
！
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講
座

事
業

名
：
公

民
館

・
出

前
講

座
ビ
ン
ゴ
（

ク
イ

ズ
）
で
楽
し
く
学
ぼ
う
！
地
球
温
暖
化
と
S
D
G
s

～
楽
し
く
遊
ぼ
う
！
木
製
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
：
工
作
～

ア
ー
ス
ド
ク
タ
ー
ふ
な
ば
し
（
e
d
f）

【
内
容
・
狙
い
】

・
地

球
温

暖
化

（
2
0
1
5
年

パ
リ

協
定

）
と

S
D

G
s（

2
0
1
5
年

国
連

締
結

）
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
課

題
と

し
て

現
在

、
喫

緊
な

状
況

に
あ

り
ま

す
。

小
学

生
か

ら
、

そ
の

内
容

を
理

解
し

、
自

分
ご

と
と

し
て

行
動

に
結

び
付

け
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

・
本

講
座

は
、

こ
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

課
題

“
地

球
温

暖
化

と
S

D
G

s”
 を

、
ビ

ン
ゴ

ゲ
ー

ム
（
ク

イ
ズ

）
を

利
用

し
、

分
か

り
や

す
く

説
明

し
、

更
に

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
：
太

陽
光

発
電

パ
ネ

ル
を

利
用

し
た

ソ
ー

ラ
ー

カ
ー

工
作

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
楽

し
く

自
ら

考
え

、
行

動
に

結
び

付
く
こ

と
を

狙
い

と
し

て
い

ま
す

。

【
参
加
者
の
声
】
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

・
ち

き
ゅ

う
お

ん
だ

ん
か

を
し

れ
て

楽
し

か
っ

た
で

す
。

・
自

習
自

学
に

も
使

い
た

い
で

す
。

い
い

こ
と

を
知

り
ま

し
た

。
・
地

球
温

暖
化

で
氷

が
溶

け
て

し
ま

っ
た

り
、

水
面

が
上

が
っ

た
り

、
熱

中
症

で
た

お
れ

る
人

が
い

た
り

す
る

の
が

わ
か

っ
て

、
大

き
な

課
題

だ
と

思
う

。

【
成
果
と
課
題
】

・
ビ

ン
ゴ

ゲ
ー

ム
（
ク

イ
ズ

）
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

低
学

年
か

ら
楽

し
く
学

べ
る

講
座

が
展

開
で

き
た

。
ま

た
、

身
近

な
工

作
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
球

温
暖

化
～

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

興
味

を
持

つ
こ

と
が

出
来

た
。

・
講

座
の

中
に

、
W

S
的

な
も

の
を

取
り

入
れ

る
と

、
更

に
自

分
ご

と
と

し
て

考
え

る
こ

と
が

出
来

た
か

と
思

う
。

【
様
子
（
写
真
な
ど
）
】

講
座

名
地

球
温

暖
化

と
S

D
G

s説
明

ビ
ン

ゴ
ゲ

ー
ム

説
明

ビ
ン

ゴ
ゲ

ー
ム

景
品

ソ
ー

ラ
ー

カ
ー

工
作

ソ
ー

ラ
ー

カ
ー

説
明

e
d
fメ

ン
バ

ー





公民館で子どもが主体的に参加できる機会をつくり、
「だれもが集い・学び・楽しめる公民館」にする。

近隣小学校の1～6年生 ８名

月１回公民館に集まり、子ども館長会議・サークルと交流・体
験活動を重ねる。公民館文化祭の中止により、 「子ども館長
フェスティバル」 を企画・運営した。自分たちで体験コーナー
を運営、歌や楽器演奏を披露、ハーモニカクラブとの共演を
果たした。

① 子どもたちとの関わりにより、シニアが元気になった。
② 公民館の魅力を子どもたちの言葉で話し合った。
③ 公民館主催事業への関心が高まり、地域の方々から、
応援の声が届くようになった。

④ 日常的な子どもの来館が増え、子どもたちの居場所とし
て、認識されつつある。

スケジュールや予算面で、子どもたちの発想を十分に実現
することはできなかった。「子ども館長プロジェクト」を継続
的に取り組み、そのなかで、今後は、公民館のPR大使として
の役割を担うような活動を推進していきたい。

＼子どもたちの「やりたい！」を公民館運営に生かす／

千葉市土気公民館

子ども館長会議
●公民館をもっと素敵な居場所に

するためのアイデアは？

・土気駅から路面電車を走らせよう。
・違う学校の子と交流してみたい。
・夏休みの自由研究相談会

●文化祭で発表したいことは?

・クイズ（土気駅の歴史）
・ミニチュア作品の展示
・ダンスや歌など、自分たちも発表してみたい。

サークルと交流

期 間 令和６年６月～令和７年２月まで。
月１回（全7回）

■子ども館長に参加してよかったこと

・ 話し合ってみんなで決めたのが楽しかった。

・ 趣味の作品を披露したり、誰かに教える機会がも

らえて嬉しかった。

・ 公民館を通して、地域のことが少しわかった。

■次年度の子ども館長で挑戦してみたいこと

・ 公民館のお仕事を体験できるとおもしろいと思う。

・ 公民館に人を集める方法などを考える時間を持つ。

・ もっと多くのサークルと交流してみたい。

・ サークル体験・取材報告をまとめてPRする。

・ 周辺まち歩き（昔の様子などの説明付き）

・ 中学生になっても、ボランティアとして関わりたい。

１２月２１日(土)
■子ども館長ふれあい村
（モルック体験や昔遊びコーナー、
ミニチュアパンづくり）

■歌と楽器の演奏・
ハーモニカクラブと共演

↑ハーモニカクラブの演奏を鑑賞後、一緒に歌いました。

子ども館長フェスティバルの企画・運営

↑歌に合わせて「エイ ヤー！」の掛け声で会場に一体感が生まれました。

目 的

対 象

内 容

成 果

課題・展望

子ども館長の声
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お
月
見
ど
ろ
ぼ
う
～
月
の
小
さ
な
使
者
参
上
！
～

（
君
津
亀
山
青
少
年
自
然
の
家
）

【
内
容
・
狙
い
】

【
参
加
者
の
声
】

○
と
に
か
く
楽
し
い
！
ま
た
来
た
い
！

○
同
じ
県
内
に
住
ん
で
い
る
の
に
初
め
て

知
り
ま
し
た

○
自
分
（
保
護
者
）
が
体
験
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
、
親
子
の
会
話
の
種
に
な
っ
た

【
地
域
の
方
よ
り
】

今
は
準
備
を
し
て
も
子
ど
も
が
来
て
く
れ
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
、
賑
や
か
で

良
か
っ
た

【
成
果
と
課
題
】

【
成
果
】

○
初
め
は
、
馴
染
み
の
な
い
風
習
の
た
め
か
、
緩
や
か
な
集
客

だ
っ
た
。
今
年
（
令
和
7
年
1
0
月
開
催
分
）
は
ち
い
き
新
聞

の
取
材
の
影
響
力
も
合
わ
せ

即
埋
ま
る
ほ
ど
認
知
度
が

上
が
っ
た

○
参
加
者
の
満
足
度
も
高
く
、

半
分
以
上
が
リ
ピ
ー
タ
ー

【
課
題
】

○
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、

新
規
参
加
者
の
獲
得
が
課
題

【
内
容
】

○
午
前
中
は
君
亀
の
施
設
で
十
五
夜
の
お
話
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
お
月
見
ど
ろ
ぼ
う
の
練
習

○
午
後
か
ら
お
月
見
ど
ろ
ぼ
う
に
出
発
。
協
力
し
て
く
れ
る
地
元
の
家
か
ら
お
供
え
物
を
も
ら
い
、

家
の
方
か
ら
お
月
見
ど
ろ
ぼ
う
や
亀
山
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
も
ら
う

【
狙
い
】

○
「
お
月
見
ど
ろ
ぼ
う
」
と
い
う
風
習
を
残
し
た
い
、
伝
承
し
た
い

○
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
た
い

お
供
え
の
様
子

地
域
の
方
に
お
話
を

聞
く
子
ど
も
た
ち

実
際
に
お
月
見
ど
ろ
ぼ
う
を

す
る
子
ど
も
た
ち

ち
い
き
新
聞
よ
り
取
材
を
受
け
９
月
号
に
掲
載

（
令
和
7
年
9
月
5
日
発
行
）



 

…
で
も
、
ま
だ
一
番
の
目
的
で
あ
る

「
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
生
・
創
造
」
の

入
口
に
立
っ
た
ば
か
り
。
「
本
当
の
成

果
」に
向
け
て
、
新
た
な
挑
戦
が
必
要
。
 

縁
日
大
成
功
！
多
く
の
若
者
に
身
近
な

地
域
参
加
へ
の
契
機
を
提
供
で
き
、
新
し

い
事
業
へ
の
発
展
も
見
ら
れ
た
。
 

…
け
ど
…
「か
だ
い
」に
続
く
…

 

地
域
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
喜
び
の
声

多
数
。
「コ
ロ
ナ
で
活
動
終
了
も
考
え
た

け
ど
、
元
気
を
取
り
戻
せ
た
」
と
、
お
囃

子
保
存
会
か
ら
活
動
復
活
の
声
も
。
 

縁
日
は
翌
令
和
６
年
第
２
回
目
の
実
施

＆
成
功
で
ひ
と
区
切
り
。
令
和
７
年
は
、

ま
た
新
た
な
企
画
で
地
域
の
つ
な
が
り

の
再
生
・創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
！

 

事
業
実
施
の
 
 

令
和
 
年
 
 
 
 
 
 
企
画
・
・
・
コ
ロ

ナ
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
 
！

を
 
 
 
に
「 
 
近
 
 
 
！
 
 

数
 
ロ
 
 
 
ラ
 
 
 
 
 
 
戦
」を
 

 
・
 
ン
ラ
 
ン
の
 
 
 
 
 
 
で
 
 
。

大
成
功
！

 
地
域
実
 
 
 
と
 
年
 
 
戦
会
 
 

・ 
し
い
 
 
ン
 
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
・

 
け
 
い
を
、
 
ら
に
 
 
た
い
！

・
若
者
の
 
で
地
域
を
 
る
く
し
た
い
！

 
 
 
 
 
「
縁
」
「
 
近
 
」
が
 
 
！

令
和
 
年
 
は
縁
日
に
し
 
 
！

 
縁
日
の
 
要
 

中
 
生
＆
大
 
 
 
 
 
 
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
 
 
に
 

的
、
 
の
ま
と
当
て
な
ど
 
 

り
 
 
が
 
 
縁
日
を
再
 
。

地
域
の
 
 
か
ら
お
 
り
し
た

た
く
 
 
の
提
 
で
 
 
 
 

を
ラ
 
 
ア
 
 
。
 
 
で
は

地
域
の
お
囃
子
保
存
会
数
 

に
 
る
お
囃
子
を
実
 
。

「
地
域
の
お
 
り
展
 
」
で
地

域
の
 
 
も
。
 
 
 
 
ン
 
、

 
 
子
ど
も
 
 
も
 
 
。
 

 
 
 
 
ロ
。
 
 
 
 
の
 

 
 
 
も
 
 
 
で
 
 
り
！

 
縁
日
、
し
て
 
た
ら
 

 
 
 
で
 
 
 
 
 
 
 
。
縁

日
の
 
 
と
 
 
 
 
ン
 
は

 
会
 
 
 
 
会
に
 
 
し

「
 
 
な
 
近
 
」
実
 
！

地
域
の
 
も
大
喜
び
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
 
ン
 
 
か
ら
「
ま
た

 
か
い
 
い
 
 
っ
て
 
た

い
」
と
声
が
あ
が
り
、
縁
日
か

ら
新
た
な
一
 
が
 
動
！

 
縁
日
の
目
的
 

地
域
の
 
け
あ
い
・
 
え
あ
い

の
縁
を
実
 
 
る
 
事
を
 

 
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
再

生
・
創
造
の
契
機
と
 
る
！

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

縁
日
か
ら
の
新
た
な
一
 

地
域
の
 
が
い
者
 
 
施
 
と
 
 
し
た
、

 
け
あ
い
・
 
え
あ
い
「
あ
い
あ
い
 
 
 
」。

施
 
の
 
ン
・
お
 
当
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
 

る
 
 
ン
 
コ
 
ナ
 
を
 
し
 
る
 
 
 
。

 
 
 
 
 
 
日
、
ロ
 
 
で
 
 
中
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
 
 
 
 
 
に
な
る
 
と

で
 
が
い
の
あ
る
 
も
参
加
し
 
 
い

事
業
も
 
 
 
 
。

令
和
 
年
 
は
 
ン
 
、

令
和
６
年
 
は
 
動
と

 
 
 
く
り
に
挑
戦
！

縁
日
か
ら
の
 
続
参
加
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

 
で
新
た
な
「 
近
 
事
業
」 
 
 
 
！

第
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(君
津
中
央
公
民
 

) 



1
2

.氷
と
雪
の
世
界
を
知
ろ
う
！

～
南
極
観
測
隊
と
南
極
の
気
象
観
測
～

「
わ
く
わ
く
お
も
し
ろ
じ
っ

け
ん
」
「
光
の
実
験
」
な
ど

で
、
身
近
な
現
象
を
楽
し
く

学
び
、
科
学
へ
の
興
味
を

育
て
ま
す
。

5
.君
の
勇
気
が
命
を
救
う

～
集
ま
れ
！
未
来
を
救
う
キ
ッ
ズ
救
急
隊
～

(小
学
１
年
生
～
４
年
生

)

1
1

.光
の
大
研
究
～
「
に
じ
い
ろ
ラ
ン
タ
ン
」
を
作
っ
て
み
よ
う
～
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子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
「
体
験
」
と
「
好
き
」
や
「
夢
」
に
出
会
え
る
学
び

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
学
校
や
家
庭
で
は
得
ら
れ
に
く
い
多
様
な
体
験
を
「
我

孫
子
」
の
持
つ
豊
か
な
人
材
と
環
境
を
活
用
し
、
そ
れ
ら
の
知
識
・
知
恵
・
技
術
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
以
下
の
よ
う
な
力
を
育
て
ま
す
。

科
学
実
験
や
最
新
技
術

（
A
R
）
、
伝
統
工
芸
、
芸
術

体
験
な
ど
、
幅
広
い
分
野

の
講
座
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
が
「
も
っ
と
知
り
た
い
」

「
挑
戦
し
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
育
て
、
将
来
の
学
び

や
進
路
選
択
に
つ
な
が
る

き
っ
か
け
を
作
り
ま
す
。

大
学
教
授
や
専
門

家
、
市
民
団
体
の
方

々
な
ど
、
地
域
の
多

世
代
と
出
会
い
学
ぶ

こ
と
で
、
豊
か
な
人

間
関
係
や
社
会
性
を

身
に
つ
け
ま
す
。
子

作
品
を
作
り
上
げ
る

、
仲
間
と
協
力
す
る
、

新
し
い
挑
戦
に
取
り

組
む
な
ど
の
経
験
を

重
ね
る
こ
と
で
、
「
自

分
に
も
で
き
た
」
と
い

に
し
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し

た
持
続
的
な
学
び
の
環
境
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

科
学
・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
学
習
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
で
構
成
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
興
味
関
心
を
広
げ
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
単
な
る
“
体
験
”
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が

「
な
ぜ
だ
ろ
う
？
」
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
感
じ
ら
れ
る
工
夫
が
随
所
に
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

科
学
体
験

伝
統
文
化

「
友
禅
染
体
験
」「
和
菓

子
作
り
」
「
カ
ガ
ミ
を
使
わ
な

い
万
華
鏡
」
に
挑
戦
し
、
日

本
の
美
や
食
文
化
を
体
感

し
ま
す
。

先
端
技
術

「A
R
で
動
き
出
す
M
yキ
ャ
ラ
を

作
ろ
う
」で
は
、
デ
ジ
タ
ル
表
現
に

触
れ
、
創
造
力
を
広
げ
ま
す
。

命
と
安
全

「
A
E
D
講
習
」
で
は
、
実

技
を
通
じ
て
命
を
守
る
行

動
を
学
び
ま
す
。

自
然
・
環
境

「カ
ラ
ス
の
観
察
」な
ど

を
通
じ
て
生
き
物
の
生
態

や
環
境
と
の
関
わ
り
を
理

解
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」

で
、
協
力
や
挑
戦
の
楽
し
さ

を
経
験
し
ま
す
。

成
果

•
継
続
性
と
規
模
：
平
成
2
3
年
度
か
ら
1
0
年
以
上
に
わ
た
り
継
続
、
年
間
延
べ
数
百
人
が
参
加

•
教
育
の
多
様
性
：
科
学
・
文
化
・
自
然
・
IC
T
・
救
急
な
ど
幅
広
い
分
野
を
網
羅

•
地
域
連
携
：
地
域
で
活
躍
す
る
市
民
団
体
・
専
門
家
と
の
協
働
が
根
付
き
、
地
域
教
育
力
の
強
化
に
寄
与

•
子
ど
も
の
成
長
：
協
力
・
創
造
・
挑
戦
す
る
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
主
体
性
や
自
信
が
育
ま
れ
て
い
る
。

課
題

•
人
気
講
座
へ
の
応
募
集
中
：
定
員
の
1
0
倍
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
参
加
機
会
に
偏
り
が
生
じ
て
い
る
。
人
気
分
野

の
受
け
皿
を
広
げ
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

•
抽
選
方
式
に
よ
る
参
加
制
限
：ほ
と
ん
ど
の
講
座
で
定
員
超
過
と
な
り
、
何
度
応
募
し
て
も
抽
選
に
よ
り
参
加
で
き
な
い

子
ど
も
も
出
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

【
伝
統
の
美
・
友
禅
染
】

・
同
じ
柄
で
も
色
で
印
象
が
ガ
ラ
リ
と
変

わ
っ
て
面
白
い
と
思
っ
た
。

・
日
本
の
伝
統
的
な
染
め
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
。

1
.わ
く
わ
く
お
も
し
ろ
じ
っ
け
ん

2
.伝
統
の
美
・
友
禅
染
～
プ
ロ
に
学
ぶ
日
本
の
技
～

3
.A

R
で
動
き
出
す

M
y
キ
ャ
ラ
を
作
ろ
う

4
.カ
ガ
ミ
を
使
わ
な
い
ふ
し
ぎ
な
万
華
鏡

6
.白
黒
つ
け
よ
う
！
カ
ラ
ス
の
ウ
ワ
サ

7
.お
金
の
大
切
さ
を
学
ん
で
貯
金
箱
を
作
ろ
う

8
.睡
眠
中
の
夢
と
コ
コ
ロ
～
今
す
ぐ
眠
り
た
く
な
る
夢
の
話
～

9
.君
の
勇
気
が
命
を
救
う

～
救
お
う
！
ア
ビ
コ
の
未
来
～

(小
学
５
年
生
～
中
学
３
年
生

)

1
0

.メ
ダ
カ
の
ヒ
ミ
ツ
と
生
命
の
不
思
議
発
見

～
顕
微
鏡
で
観
察
し
よ
う
～

1
3

.み
ん
な
で
挑
戦
！
ニ
ュ
ース
ポ
ーツ

1
5

.パ
ン
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ーツ

令
和
７
年
度
講
座
一
覧

1
4

.和
菓
子
作
り
に
挑
戦
！

～
「
栗
き
ん
と
ん
」
と
「
ね
り
き
り
」
～

1
6

.M
y
望
遠
鏡
で
月
を
み
よ
う
！

～
惑
星
や
銀
河
系
の
天
体
も
観
測
～

7
/
5

7
/
2

2

7
/
2

4

7
/
2

5

7
/
2

9

7
/
3

1

8
/
1

8
/
4

8
/
5

8
/
7

8
/
8

8
/
1

9

8
/
2

2

1
1

/
2

2

1
2

/
6

1
/
2

4

ど
も
た
ち
は
「
自
分
も
大
人
に
な
っ
た
ら
地
域
で
役
立

て
る
」
と
い
う
憧
れ
や
意
欲
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

う
達
成
感
や
自
己
肯
定
感
を
育
み
ま
す
。
こ
れ
が

学
習
意
欲
や
挑
戦
心
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

講
師
や
団
体
、
保

護
者
が
協
働
し
て
講

座
を
支
え
る
こ
と
で
、

地
域
全
体
に
「
子
ど

も
を
育
て
る
」
意
識

が
広
が
り
、
教
育
文

化
の
土
壌
を
豊
か
に

【
A
R
で
動
き
出
す
M
yキ
ャ
ラ
を
作
ろ
う
】

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
を
動
か
す
こ
と
が
夢

だ
っ
た
の
で
、
夢
が
叶
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

・
学
校
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
。
と
て
も
面
白
い
体
験
だ
っ
た
。

【
君
の
勇
気
が
命
を
救
う
】

・
本
当
に
倒
れ
て
い
る
人
を
見
た
ら
、
勇
気

を
持
っ
て
A
E
D
を
使
い
た
い
。

・
A
E
D
は
誰
で
も
使
え
て
、
自
分
に
も
や
れ

る
と
い
う
勇
気
が
少
し
も
ら
え
た
。

【
白
黒
つ
け
よ
う
！
カ
ラ
ス
の
う
わ
さ
】

・
カ
ラ
ス
の
う
わ
さ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
勉
強

に
な
っ
た

・
鳥
の
こ
と
を
も
っ
と
勉
強
し
た
い
。

講
師
：
東
京
理
科
大
学
特
任
教
授

佐
野
史
尚
さ
ん

講
師
：
東
京
手
描
友
禅

伝
統
工
芸
士

染
谷
洋
さ
ん

講
師
：
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

も
ぐ
み
さ
ん

講
師
：
万
華
鏡
作
家

村
越
通
浩
さ
ん

講
師
：
我
孫
子
市
消
防
本
部
職
員

講
師
：
我
孫
子
市
鳥
の
博
物
館
学
芸
員

望
月
み
ず
き
さ
ん

講
師
：
金
融
経
済
教
育
推
進
機
構

竹
元
泰
子
さ
ん

講
師
：
東
洋
大
学
社
会
学
部
教
授

松
田
英
子
さ
ん

講
師
：
我
孫
子
市
消
防
本
部
職
員

講
師
：
東
京
大
学
准
教
授

尾
田
正
二
さ
ん

講
師
：
電
力
中
央
研
究
所

池
田
研
介
さ
ん

講
師
：
第

5
7
次
南
極
地
域
観
測
隊

藤
原
宏
章
さ
ん

講
師
：
我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

岡
島
洋
次
さ
ん

講
師
：
菓
子
工
房
福
一

池
田
尚
史
さ
ん

講
師
：
我
孫
子
市
パ
ン
工
房
男
塾

松
崎
忠
さ
ん

講
師
：
東
葛
星
見
隊

林
眞
司
さ
ん
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受診サポーター養成講座 

【内容・狙い】 

 

 

 

 

【参加者の声】 

 

 

【成果と課題】 

 

 

 

 

 

 

【受診サポートのしくみと講座の様子】 

  

成果としては、患者さんからは、患者の立場に立った第 3 者が間に入ってくれることは貴

重だという声、患者さん家族からは、「先生への聞き方が参考になった」という声、在宅の

支援者からは、医師の話を正しく橋渡しくれるという声をいただいた。医師から、受診サポ

ーターの理解が得られ、受診サポーターの認知度が上がり高評価を頂いた。 

また、受診サポーターとして患者さんに寄り添い、医師や在宅につなぐという役割が果た

せたと感じている。 

課題として、通院介助の依頼が増えている中、受診サポーターの需要、重要性は大きいが

「受診サポートの仕組み」の周知ができておらず、また「受診サポーター」の人材が非常に

少ない。養成講座により人材確保が一番の課題と考える。 

患者さんと医療機関との間に立って、患者さんの不安に寄り添い、在宅で支援している

方々へつなぐために、千葉市との協働事業で誕生した「受診サポーター」と、連携ノートを

介して患者さんと医療と在宅介護をつなぐ「受診サポートの仕組み」の周知を目的とし、 

また、受診サポーターとして活動する方を確保すること狙いとして養成講座を開催いたしま

した。養成講座では、傾聴・コミュニケーション技術・ありのまま記録することを学んでい

ただきます。 

・盛りだくさんの内容で充実した研修だった。 

・ロールプレイが楽しかった。自分のくせややりがちな事を感じることができた。 

・患者さん・家族・身体の事など理解しながらのサポートは大変だがやりがいのある仕事だ

と思った。 



設立以来十数年、間断なく開催の年2回の市民対象の定期講演会

超高齢社会の課題である「認知症」を、高齢者を中心に全世代と共に考え、「防ぎうる認知症にならない社会」の実現を目指し、
会話支援手法「共想法」の実践研究と普及、認知症予防啓蒙のために、平均年齢80歳以上の人生ベテラﾝ世代と、認知症予
防開始適齢期40～50代の多世代が活動しています。「共想法」とは、出題されるテーマに沿って写真を撮ってきて持ち寄り、写真
を見ながら「話す」「見る」「聴く」「考える」を意識的に行う会話支援手法。雑談と比べて、加齢と共に低下しやすい、言葉を取り出
す時に必要な認知機能：言語流暢性が向上するというエビデンスが得られています。コロナ禍以降は、参加者と市民研究員がコ
ロナ禍に、オンラインのみで当時者目線でオリジナル開発したビデオ電話機能のある遠隔共想法スマホアプリを使って、自身のため
だけでなく、認知機能を気遣うご夫婦等、九州・近畿地方在住のメンバーも交えて在宅で共想法を実践しています。

ＮＰＯ法人ほのぼの研究所（柏市）http://www.fonobono.org/

◆防ぎうる認知症にならない社会づくりを目的として設立した当団体の事業の柱「認知症予防の啓蒙と普及」事業
の一環として、2008年の法人設立以来、年2回の－設立記念・クリスマスｰ講演会を継続開催。
◆コロナ禍でもオンライン開催にて中断せず、諸規制を逆手に取り、招待講演講師として各分野研究の第一人者に
を福岡県、兵庫県、島根県、宮城県等の遠方から招聘。

◆講演会プロトタイプは①招待講演＋②基調講演（講師：当団体理事・所長）＋③両講師の対談＋④講師と視聴者と
の交流会。
◆コロナ禍は勿論オンラインでも実施、明け後は単なる茶話会ではなく、講師達との直接の会話や質疑応答はもと
より、ミニワークショップや体験など、共に考え、体感する企画も加え充実。

◆柏市フレイル予防ポイント事業(H6終了）としても開催、当団体賛助会員・リピーターに加えて、出講等を機に、志を
同じくする柏シルバー大学院生、千葉県生涯大学校卒業生、柏シニアクラブ連合会、柏市フレイル予防サポ―ターのメ
ンバー等からの視聴者も増加、連携の輪も。今後も継続して知見共有の場、連携・協働のツールになることに努めたい。

August 20.2024December 03.2024July 15.2025
December 05.2023

講演会は公式YouYubeにて公開中 https://www.youtube.com/channel/UCz7L-TE_oqgoLORFqNoIoZA

当団体講演会の特長：「講師と視聴者との交流」にひと工夫を加えて、理解を深める

男女共70歳代がボリュームゾーン、生涯学習向学心・認知症予防意識の高い40～90歳代が共に学ぶ場

積極的に参加者の輪に入って下
さった講師と、講話のテーマ最
新の認知症早期発見のシステム
プランについての話が盛り上が
る参加者。講師の実験に参加し
たい！という声も

講師と真に交流できる認知症関連定期講演会（参加費無料）定期開催

～各研究分野の第一人者を招聘、直接交流が可能～

社交ダンスもプロ級で中高年へ
の指導歴もある講師のキレのあ
るダンスデモの後、講師の指導
で参加者が（男性も！）果敢に
トライ、皆が笑顔に

講演会開始前に配布された付箋
に参加者が「ありたい老い、避
けたい老い」等について記入。
項目ごとにホワイトボードに貼
付し、講師達と討議、歓談する
ミニワークショップ

概してややネガティブに感じがちな認知
症に関する講話だが、今回の先進的な
プランや技術の話には、明るい未来感じ
ることができた。淡々とした講話や交流会
で、講師の熱い思いを実感できた

初めてのワークショップで、戸惑ったが、思いのままを書く
ことにした。参加者それぞれの思いを共有できたことは楽し
かったし、参考になった。私より年長の人達の意見がとて
も積極的なことに、何よりも驚かされた。それに、皆さんとて
も若々しく見えた

中年とおぼしき講師のキレッキレのダンスに
圧倒された。誘いに乗って、やってみたらと
ても楽しく、身体も自然に動いて、これもいい
なと。こんなに楽しい笑顔が溢れた講演会
は 初めて！！

歴代の招待講演講師（所属等は当時）

http://www/
http://www/
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                     成田市社会福祉協議会 

ア 講座の狙い 

小・中学生を対象に、ボランティアを身近に感じてもらいボランティア活動に興味を持

っていただけるような講座を企画し、次世代ボランティアの育成につなげる。 

本件については、未来のおもちゃドクターを養成することをねらいとし、電子回路づく

りの講座を開催。 

講師には成田市においておもちゃクリニック活動を行っている皆さんに協力いただいた。 

 

イ 講座の様子 

前半は講義、後半は実践形式で電子回路を作成。始めの講義はおもちゃドクターから実

際に活動している様子ややりがい、ポイント、気を付けている事等、現役のドクターなら

ではの体験談を聞くことができた。実践では４つのグループに分かれて参加者３、４名に

対し講師が１名ついて質問しながら取り組んだ。参加者は夢中で取り組み、最後は全員が

2 種類の回路を完成することができた。 

講座が長時間だったものの集中力を切らさずに取り組んでもらえた。工夫して応用し、

楽しむ子もいた。LED を踏み切りに見立てるなど子どもの発想の柔軟さに驚いた。 

  男１０名、女４名の計１４名が参加した。 

 

ウ 参加者の声 

 ・チカチカする仕組みが分かって良かった。 

・回路についての知識がついてわかった。 

・きたいもちゃんとおもちゃを作れたしすごく楽しかったです。 

 ・LED 回路を作るのが楽しかった。１つ光らせるだけでもこんなに工程がいるんだなと思

った。 

 ・回路の構造が少し難しかったけど楽しかった。 

 ・L チカを完成出来てうれしかった。 

 ・LED を使って電子回路を作るのが楽しかった。 

 ・LED の回路が複雑だったけど楽しかった。 

 ・とてもていねいに説明してくれてありがとうございます。とても楽しかったです。 

 ・難しい話もいっぱいあったし、細かい作業がいっぱいあって色々なことが知れたから面

白かった(楽しかった)。 

 ・話しが難しかったけど、回路が完成してうれしかった。 

 ・電子回路を学べてよかった。 

 ・実技が一番楽しかったです。さらに私はおもちゃドクターになりたいなと思いました。

待っていてください、つるさん!!（講師） 

 ・私にとっては少しむずかしかったです。またチャンスがありましたらご指導お願いいた

します。 

 

エ 成果と課題 

  電子回路に触れることが初めての子が多く、楽しんで参加していただけた。 

アンケート結果からも内容が難しかったという声が多かったが、実際に手を動かすこと

で理解につながったようだった。 

子どもたちの心に残る取り組みをして、５年後１０年後のボランティアに繋がればとい

う思いがあったが、参加者（小学５年生）のなかにおもちゃドクターに興味があるという

子がいて、「成田おもちゃクリニック」のグループのメンバーとなる。小学５年生のおもち

ゃドクターは７０代・８０代の先輩ドクターと一緒に現在、活動している。 



 

 

 

 

 

日時：令和７年７月31 日(木)  

   10：00～15：00 （★昼食休憩 12～13時） 

場所：成田市保健福祉館 会議室 1・2 

講師：ボランティアグループ 「おもちゃクリニック」 
内容：簡単な電子回路を作ってみよう 

対象：小学校高学年から中学生 

定員：１５名 （成田市民優先で先着順） 

お申込み・お問い合わせは 

成田市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

 TEL０４７６-２７-８０１０ 受付時間 ９時～１７時（平日） 

 

「未来のおもちゃドクター」養成講座 

受講料：無料 

申 込：7 月１日(火)～7 月２４日(木)  

定員になり次第〆切 

持ち物：水筒、お弁当（昼食時の外出可） 

    会場で昼食をとることも可能です 

その他：当日 9：50 集合です（時間厳守） 

初めてでも大丈夫！ 

現役のおもちゃドクターが 

丁寧に指導してくれます 

 次世代 
ボランティアスクール 



第７回「ちば講座アワード」事例調書（富津市中央公民館） 

富津市中央公民館（所在地：富津市小久保 3014 番地 電話：0439-65-2251） 

・この検定の事前学習を通じて知った場所がたくさんある

ので、実際に足を運んで理解や愛着を深めたいと思う。 

・親子で挑戦し、家でクイズを出し合ったり、名所を見に

行ったりできて楽しく取り組むことができた。 

・市内でも自分の住んでいる地域以外のことはほとんど知

らなかったが、今回の検定を機会に知ることができた。 

～9歳
1%

10歳代
6% 20歳代

5%

30歳代
6%

40歳代
19%

50歳代
22%

60歳代
15%

70歳代
23%

80歳代
3%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受検者の９割以上が「ふっつ検定を通じて、富津市のことが好き

になった」とアンケートに回答した。 

・20 歳未満の受検者数が全体の８％と低かったので、小中学校へ

出張してふっつ検定を実施することとしている。 

富津市では、令和４年に総合的なまちづくりの指針となる、「富津市

みらい構想」を策定し、次世代を担う若者たちをはじめ、多くの方々

に富津市に住み続けたいと感じてもらえるように、「誇りと愛着を持て

るまち ふっつ」を市が目指す将来像とした。 

この将来像の実現に向け、身近な方法でアプローチする方策の１つ

として、「ふっつ検定」を実施し、受検に向けて富津市の地域資源や歴

史などの魅力について学習してもらうことで、市への誇りや愛着を持

ってもらうことを目的とする。 

ふっつ検定とは？ 

富津市の歴史・文化・自然・観光・産業などに関する知識を問う 

択一式のテストとして令和６年からスタートした。（継続事業） 

問題集（回答は未掲載）を事前に市ホームページで公表し、その中

から抜粋して出題する方式で、初級・中級・上級の３つのレベルを設

定し、それぞれのレベルの基準点を満たした方を合格とし、認定証と

記念品の贈呈を行う。 

実 施 日  令和７年２月２３日（日） 

実施場所  富津市中央公民館 

対  象  どなたでも（市内・市外在住を問わない） 

受検者数  128 名（９歳～８１歳） 

費  用  無料 

富津市に関することを多分野から、分かりやすい学

習とするため、市のホームページ内から出題すること

とした。 

問題集の各設問には回答を掲載しているページへ

のリンクを貼っており、リンク先のページを読み解く

ことで回答にたどり着く仕組みとしている 

この学習方法により参加者は市のホームページを

巡回し、熟読することになる。 

事前学習が web 上で完結することで費用の節約に

なっている。 

取組の工夫点 

ふっつ検定のねらい（地域課題） 

第１回実績 

受検者の声 

成果と課題 

多くの方が受検してくれました 

認定証・記念品 

年齢別受検者の割合 

富津市の方言「うっちゃる」の意味は次の

うちどれか。 

1.売る 2.買う 3.放る 4.拾う 5.打つ 

答え：３ 

例題 



令和６年度千葉市草野公民館主催事業

対　象 定　員 応募者 講　師

2  講　話          

草野公民館 正面口（集合）
（１）奥之院・馬頭観音（3代将軍家光の愛馬が眠る）
（２）御瀧神社（おたきじんじゃ）(家康が来た)～御成街道
（３）駒形大仏
（４）長沼コミュニティセンター（休憩）
（５）庚申塔（こうしんとう)
（６）三社大神（さんしゃだいじん）～(長沼)遊歩道
 草野公民館 講堂（解散）

１ さんぽ（地域散策）

長沼の民俗　風習や信仰について理解を深める

郷土の歴史～長沼さんぽ～           

さんぽ（地域散策）と講話で身近な地域の歴史風土をまなび、市民１人１人が郷土意識を高
めるきっかけづくりとする。
徳川３代将軍ゆかりの地を長沼で生まれ育った名物ガイド（長沼郷土歴史クラブ）とめぐ
り、より詳しい身近な歴史に触れ、郷土への愛着を深める。
令和４年度は、さんぽ（地域散策）のみで開催。令和５年度からは、さんぽ（地域散策）に
講話（地域の暮らし、特に信仰や風習）を加え、さらには講座の開催に合わせて１週間ほ
ど、館内ロビーで講師が代表をつとめる「長沼郷土歴史クラブ」長年調査や収集した資料を
展示し、講座の参加者はもちろんのこと、サークル活動や図書室利用などの来館者にも身近
な歴史について知ってもらえるよう働きかける。

駒形大仏
（千葉市指定文化財）

１ さんぽ（地域散策）

２ 講　話

ね
ら
い
・
内
容

（１）長沼新田
（２）掛け軸
（３）オビシャ
（４）観音堂
（５）三山講
（６）子安講
（７）祝い事と行事
（８）歳時記

長沼で生まれ育った名物ガイドと徳川３代将軍ゆかりの地をめぐる

講座の開催期間に合わせて館内ロビーで、令和３年度は図書室資
料展示（千葉の歴史・千葉氏など）を開催。４～６年度は長沼
郷土歴史クラブがこれまでの活動で調査、収集された資料を展
示した。

※資料展示

地元に大仏があるなんて全く知りませんでした。新しい発見があり大変参考になりました。
長沼の町の歴史が、史跡めぐりと講座の組み合わせで詳しく学べました。感動しました。
住民の団結に信仰が大きな力をもっていたことが良く分かりました。講師の話が、素晴らしかった
です。
毎朝、奥の院をお参りしてますが、由来が良く分かって良かったです。
2 0年近く園生町、長沼町に住んでいましたが郷土の歴史を学びながらの散策、今までの散歩と違
い、目からうろこでした。参加させて頂き本当に良かったです。　　

成
果
と
課
題

　１回目のさんぽ（地域散策）は天候にも恵まれ、講師と助手による丁寧な説明により、身近な歴史
について実体験をとおして詳しく知ることができ、参加者はみな満足している様子がうかがえた。２回
目の講話に向けて１回目の講座終了時に、通常のアンケートとは別に、長沼の歴史について知りたい
ことやさんぽの感想を取りまとめ、講師に伝えた。２回目の講話で、丁寧にご回答をいただき、参加
者にもその点ご満足いただけた。
　２回目の講話では、一方的に講師が講義するのではなく、間に参加者からの質問を交えながらすす
める形式とし、会場セッティングを工夫した。会場には、講話に関係するたくさんの資料を展示してい
ただき、講師や長沼郷土歴史クラブの長沼（郷土の歴史）に対する熱意も今まで以上に感じられ、今
後も継続して開催していく事業と再認識した。今後も身近な歴史について知る機会を提供するととも
に、地域にある駒形大仏を地域でしっかりと継承するべく公民館サークル活動で墨絵で描くなど、関
連事業として展開していけたらと考える。

成人 ２０人 １６人 長沼郷土歴史クラブ

1 0 / 3 1（木）  
9 : 3 0 - 1 2 : 0 0

1 1 / 7（木）  
1 0 : 0 0 - 1 2 : 0 0

令和３年度から継続して開催  

参
加
者
の
声

 全 ２ 回

第７回ちば講座アワード事例調書
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ぼ
く
ら
の
居
場
所
＠
流
山
エ
ル
ズ

痛
バ
ッ
グ
＆
チ
ャ
ー
ム
を
作
り
な
が
ら
、
推
し
に
つ
い
て
語
ろ
う
！

（
流
山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

【
内
容
・
狙
い
】

小
学
４
年
生
～
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
夏
休
み
期
間
限
定
の
青
少
年
居
場
所
事
業
を
開
催
し
、
そ
の
居
場
所
事
業
と
し
て
４
つ
の
企
画
を
開
催
。
そ
の
中
の
１
つ

が
、
「
痛
バ
ッ
グ
と
チ
ャ
ー
ム
を
作
り
な
が
ら
推
し
に
つ
い
て
語
ろ
う
」
と
い
う
企
画
。
こ
の
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
中
学
生
く
ら
い
の
高
学
年
の
年
齢
が
参
加
し
や
す
い

こ
と
」
「
大
勢
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
子
も
参
加
し
や
す
い
こ
と
」
「
中
学
生
や
高
校
生
等
の
年
代
に
も
響
く
も
の
」
を
大
切
に
し
た
結
果
、
各
々
の
「
推

し
」
に
由
来
す
る
グ
ッ
ズ
作
成
を
共
通
の
場
で
行
い
、
そ
の
推
し
（
例
：
ア
ニ
メ
、
Ｖ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
な
ど
）
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
、
会
話
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
推
し
に
つ

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
。
も
の
を
作
る
こ
と
か
ら
、
青
少
年
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
ま
せ
る
こ
と
が
最
大
の
狙
い
。
講
師
に
は
流

山
市
青
少
年
指
導
員
で
ク
レ
イ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
秋
山
ち
な
み
氏
に
指
導
を
依
頼
。
チ
ャ
ー
ム
の
作
り
方
を
指
導
し
つ
つ
、
参
加
者
の
推
し
に
つ
い
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
役
割
も
果
た
す
。
夏
の
居
場
所
と
し
て
、
中
高
校
生
が
参
加
す
る
土
壌
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
こ
の
事
業
の
意
義
で
あ
る
。

【
参
加
者
の
声
】

・
初
め
て
会
う
人
と
自
分
の
推
し
に
つ
い
て
話

し
な
が
ら
、
バ
ッ
グ
が
作
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

・
先
生
に
自
分
の
推
し
に
つ
い
て
「
素
敵
だ

ね
」
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た

【
成
果
と
課
題
】

こ
れ
ま
で
青
少
年
向
け
事
業
（
特
に
中
学
生
以
上
）
の
参
加
は
非
常
に

少
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
参
加
者
を
６
人
も
確
保
で
き
、
青
少
年
居
場

所
事
業
と
し
て
一
つ
の
可
能
性
を
感
じ
た
。
定
員
１
５
名
の
と
こ
ろ
、

参
加
が
６
名
だ
っ
た
の
は
、
２
日
間
両
日
と
も
参
加
す
る
条
件
が
困
難

だ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
次
回
は
１
日
開
催
で
で
き
る
よ
う
工
夫
が
必

要
。
だ
が
、
２
日
間
あ
っ
た
た
め
、
き
め
細
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
。

写
真

【
様
子
（
写
真
な
ど
）
】





聖徳大学オープン・アカデミー（ＳＯＡ）公開講座
聖徳ＯＧが贈る♡介護のコツを知って、

楽らく〈快互〉(かいご)を目指しましょう！ 

第７回 ちば講座アワード 実施報告書

聖徳大学生涯学習課
〒２７１‐００９２ 松戸市松戸１１６９ 聖徳大学１０号館
電話 ０４７‐３６５‐３６０１（直通）

介護を“負担”から“快互”へ
知る・体験する・安心につながる講座
本講座は、本学の心理・福祉学部 社会福祉学科で
培った知識と教育内容を、地域の方々へ広く還元する
取り組みとして実施しています。
コーディネーターは社会福祉学科の池田静香教授、
講師は全員、本学の卒業生で、介護現場で活躍する介
護福祉士が務めます。
学内の実習室を活用し、受講者は実際に体を動かし
ながら、福祉用具の使い方や介護の基本的な知識と技
術を学びます。
アットホームな雰囲気の中で実施されるため、受講
者は日常の介護に関する疑問や不安を気軽に相談でき、
現場経験を持つ講師から実践的な知識を得ることがで
きます。
この介護講座は令和元年にスタートし、今年で７年
目を迎えました。これまでに延べ３３０人が参加し、
毎回「不安が軽くなった」「すぐに役立つ内容だっ
た」といった声が多く寄せられています。介護に前向
きな気持ちで取り組めるよう支援し、地域社会に安心
と学びを提供する講座です。
なお、今年度は、異なるテーマで、秋（１０～１１
月）２回、冬（１～３月）３回の講座を予定していま
す。

・今日のように楽しく、表現力豊かな講義をきけると、介護も楽しくなるのだと勇気をもらいました。
・介護は急にやってくるので不安でしたが、最低限必要な情報を学べて満足できました。
・介護現場での実践について具体的に教えていただき、とても参考になりました。
・福祉用具などの道具も実際に見てふれられ、とても参考になりました。
・相手の気持ちをプロの視点から具体的に教えていただけたので、声かけや動作の大切さがよくわかりました。

今後ますます需要が高まる「介護」に関して、受講者の悩みや不安を解消で
きる機会を提供し続けていることが、本講座の大きな成果です。また、大学の
教育内容を地域に還元する社会貢献型の講座として、地域に定着しつつある
点で好評をいただいています。一方で、体験型講座を実施しているため、内容
によっては受講者の人数に制約があり、参加できない方が出ることが課題で
す。今後は、同じ内容で回数を増やすなど、多くの方に学びの場を提供できる
よう改善していきたいと考えています。

講座のねらい・内容

令和７年度第Ⅰ期 開講日時・テーマ・受講者数 ※会場はA、B、C、Dすべて聖徳大学キャンパス

A 5/17（土） 10：30～11：55 移動の介護① 楽らく〈快互〉を目指しましょう 受講者13名
B 5/31（土） 10：30～11：55 移動の介護② 車いすの扱い方 簡単な散歩まで 受講者14名
C 6/14（土） 10：30～11：55 移動の介護③ 福祉用具を使って移動体験 受講者14名
D 6/28（土） 10：30～11：55 排泄の介護 受講者16名

受講生の声

成果と課題
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